
（おしらせ）                       ２００４年９月２６日 
ＮＨＫ広報局  

                                             
 第４１回ＡＢＵアルマトイ総会  

ＡＢＵ賞 ＮＨＫの４作品が受賞 

 
ＡＢＵ加盟の放送機関が制作したテレビ、ラジオ番組の中から、あわせて１０の部門でそ
れぞれ最も優れた作品に贈られるＡＢＵ賞で、今年は、ＮＨＫが制作した以下の４つの作
品が受賞しました。授賞式は、カザフスタンのアルマトイで２５日夜行われました。 

ＡＢＵ賞（テレビ：ドラマ番組部門） 

金曜時代劇 「蝉しぐれ」第二回『蟻のごとく』 

2003 年 8 月 29 日放送（43 分）  

   ＜番組内容＞ 
藤沢周平の時代小説「蝉しぐれ」をドラマ化。東北の小藩を舞台に、非業の死を
遂げた父の仇を討つため、貧しい武家の青年が、ふりかかる苦難を克服して勝つ
までを、初恋の女性とのラブストーリーを主旋律に、力強く描いた物語。受賞した
第２話は、主人公の父の非業の死と初恋の女性との別れを描く。 

ＡＢＵ賞（テレビ：ニュース・ドキュメンタリー番組部門） 

ＮＨＫスペシャル「ＳＡＲＳと闘った男～医師ウルバニ ２７日間の記録～」 

2004 年 2 月 15 日放送（52 分）  

   ＜番組内容＞ 
2003 年 3 月、世界がまだ新型肝炎ＳＡＲＳの存在に気づいていなかった時、 
ＷＨＯのベトナム事務所のイタリア人医師カルロ・ウルバニは、院内感染の広がる
ハノイ市内の病院にとどまり、ＳＡＲＳウィルスの脅威を世界に発信し続けた。最
後まで医療の現場に身を置き、亡くなったウルバニ医師が、ＳＡＲＳと闘った 27 日
間を、証言と電子メールで辿る。 

ＡＢＵ賞（テレビ：スポーツ番組部門） 

 ＮＨＫスペシャル「極北の大岩壁～北極圏・１２００ｍの壁に挑む～」 

2003 年 8 月 24 日放送（49 分） 
   ＜番組内容＞ 
北緯 70度、カナダ北極圏の大フィヨルドに、１万年かけて氷河が山を削ってできた
伝説の大岩壁群がある。このうちの標高差１２００ｍの巨大岩壁に日本の登山隊
が挑んだ。氷点下１０度の寒さや吹雪、脆い岩や落石など、極限の自然とどう闘
ったのか、北極圏の大パノラマの中で繰り広げられる男たちの姿を追った。    

ＡＢＵ賞（ラジオ：ドラマ番組部門） 

ＦＭシアター 「最初の教師」 

2003 年 9 月 20 日放送（50 分）  

   ＜番組内容＞ 
中央アジア・キルギス共和国出身の作家、チンギス・アイトマートフが、1963 年に発表した同
名の作品のオーディオドラマ化。1920 年代のキルギスの村落を舞台に、村に最初の学校を
作ろうとした青年と、彼を慕って勉学に励み、やがて著名な学者になる少女の交流を描く。 



＜参考＞NHK の過去の受賞作品 
２００３年 
○ＡＢＵ情報番組賞（テレビ）：ニュースリポート 
  ＮＨＫスペシャル「“よど号”と拉致 後編～北朝鮮大物工作員の暗躍～」 

○ＨＢＦ－ＡＢＵエンターテインメント番組賞 （ラジオ）：ドラマ 
     特集オーディオ・ドラマ 戦争童話集「凧になったお母さん」 

２００２年  
○ＨＢＦ－ＡＢＵエンターテインメント番組賞（ラジオ）：音楽 
   本賞 「弾き語りフォーユー」 

○ＡＢＵテレビスポーツ番組賞（生中継） 
奨励賞 スポーツ中継 「第８６回日本陸上競技選手権」  

＜ＡＢＵ賞について＞ 
ＡＢＵ賞は、１９６４年、第１回ＡＢＵ（アジア太平洋放送連合）総会で創設が決まって以来、毎年、
年次総会にあわせて審査と授賞式が行われている。ＡＢＵ加盟の放送機関が制作・出品したテレ
ビ、ラジオ番組のうち、優れた作品に贈られるＡＢＵ賞については、放送を取り巻く環境が大きく
変わる中、ＡＢＵ地域の放送文化の向上に一層貢献することを目指して、今年から３年かけて本
格的な見直しが進められている。今年は下記のテレビ・ラジオ全 10部門で審査が行われた。 

【テレビ・ラジオ部門】 全１０部門 
  ＜テレビ＞ ５部門              ＜ラジオ＞ ５部門 
    ドラマ番組                   ドラマ番組 
    エンターテインメント番組          インフォテインメント番組 
    子ども・青少年番組             子ども・青少年番組 
    ニュース・ドキュメンタリー番組       ニュース・ドキュメンタリー番組       
    スポーツ番組                 国際放送番組 
 
また今回は予選を通過した作品を見ながら、経験豊かなドキュメンタリーのプロデューサーを招
いて意見を交わす「ＡＢＵ賞ワークショップ」を初めて開催し、ＡＢＵ会員の番組制作スキルの向上
に資することを目指した。ワークショップには、各国のプロデューサーや、カザフスタンの地元テレ
ビ局のプロデューサー、マスコミ関係の大学生など１００人あまりが参加して、活発に意見交換を
し、ＡＢＵ賞の番組を通した実り多い番組研究を行った。 
 

「審査員特別賞」  
＊ 今年は、恵まれない条件にも関わらず優れた番組を制作した発展途上国のプロデューサー
の業績を称える目的で、「審査員特別賞」（テレビ、ラジオ各１）を新設した。審査員特別賞に

は、テレビはキルギスで制作された「Ａｎｄ Blind Said...」、ラジオはフィジーで制作された
「Old People’s HOME－A Fijian Dilemma」が選ばれ、各部門の「ＡＢＵ賞」とともに表彰され
た。 
 

【今年の応募番組数】 
  応募番組総数    １６３ （テレビ番組：９９  ラジオ番組：６４） 
  ＊この応募番組数は、去年より５０作品多い。 
 



以上の番組コンクールとは別に、技術に関する賞の授与が行われました。 
 
ＡＢＵ技術論文賞 
優秀賞 「Multichannel Surround Production for Broadcasting」 
（ＡＢＵ Technical Review掲載論文：放送技術局制作技術センター長 沢口真生） 

＜論文内容＞ 
「5．1 サラウンド」などのマルチチャンネルサラウンド放送の制作についての論文。サラウンド
音声制作の基本システムと、ＮＨＫにおける使用機材を含めた制作システムを説明。 
 
＜参考＞過去のＮＨＫの技術に関する受賞 
２００３年 
○ＡＢＵ技術優秀賞 
    西澤 台次（元ＮＨＫ放送技術研究所所長）  
＊ハイビジョン技術の開発と世界統一規格制定の功績による 
○ＡＢＵ技術論文賞 
 佳作 「インビジブル・ライト」（ＡＢＵ Technical Review 掲載） 

２００２年 
○ＡＢＵ技術賞 
奨励賞  「データ放送制作システム」 
             
 
 
 
 

 
        


